
1・現代龍馬学会

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会共催事業

文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
３
月
、
龍

馬
は
無
断
で
国
境
を
越
え
た
。
い
わ
ゆ

る
脱
藩
（
当
時
の
記
録
に
は
「
出
奔
」

「
脱
走
」「
亡
命
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
）

で
あ
る
。
こ
の
龍
馬
の
脱
藩
に
つ
い
て

は
、
専
門
家
を
含
め
、
一
般
的
に
〝
明

る
い
〟
脱
藩
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら

え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。そ
の
理
由
は
、

脱
藩
と
い
う
行
為
に
、
志
士
と
し
て
出

発
す
る
龍
馬
の
漠
然
と
し
た
可
能
性
、

い
わ
ば
〝
無
限
の
可
能
性
〟
を
見
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
出
発
点

が
、
学
術
的
観
点
か
ら
本
格
的
に
論
じ

ら
れ
る
機
会
は
多
く
な
い
。
は
た
し
て

龍
馬
の
脱
藩
は
〝
無
限
の
可
能
性
〟
を

持
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

注
目
す
べ
き
は
、
龍
馬
の
脱
藩
前
の

行
動
で
あ
る
。
文
久
元
（
１
８
６
１
）

年
、
龍
馬
は
讃
岐
国
丸
亀
で
の
剣
術
修

行
の
た
め
、
土
佐
を
出
国
し
た
。
こ
の

時
の
出
入
国
は
、
正
規
の
手
続
き
を
経

て
い
る
。
た
だ
し
、
周
知
の
通
り
、
丸

亀
行
き
は
単
な
る
剣
術
修
行
に
と
ど
ま

ら
ず
、
志
士
的
活
動
を
伴
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
修
行
か
ら
帰
国
し
て
間
も
な

く
、
一
人
の
志
士
と
し
て
脱
藩
を
決
行

す
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
な

ぜ
龍
馬
は
丸
亀
行
き
に
乗
じ
て
脱
藩
せ

ず
、
わ
ざ
わ
ざ
一
旦
帰
国
し
た
の
か
と

い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
の
理
由
は
明

快
で
、
こ
の
時
龍
馬
は
、
勤
王
党
の
一

員
と
し
て
活
動
し
た
の
で
あ
る
。
龍
馬

は
、丸
亀
か
ら
長
州
へ
渡
り
、長
州
藩
の

久
坂
玄
瑞
と
面
会
し
て
武
市
半
平
太
か

ら
の
書
状
を
渡
し
、
そ
し
て
逆
に
久
坂

か
ら
武
市
へ
の
書
状
を
受
け
取
り
、
土

佐
に
帰
国
し
て
こ
れ
を
武
市
の
も
と
に

届
け
た
。
こ
の
久
坂
の
書
状
で
、「
草
莽

志
士
」
が
「
糾
合
」
し
て
「
義
挙
」
に

及
ぶ
べ
き
こ
と
（
草
莽
崛
起
）
が
唱
え

ら
れ
、「
尊
藩
」（
土
佐
藩
）
や
「
弊
藩
」

（
長
州
藩
）
が
「
滅
亡
」
し
た
と
し
て
も

そ
こ
に
「
大
義
」
が
あ
れ
ば
問
題
な
い

と
い
う
刺
激
的
な
論
が
説
か
れ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
久
坂

と
面
会
し
た
龍
馬
が
、
書
状
に
認
め
ら

れ
た
よ
う
な
彼
の
思
想
に
触
れ
な
か
っ

た
と
は
考
え
難
い
。
直
後
に
決
行
さ
れ

た
龍
馬
脱
藩
の
直
接
の
き
っ
か
け
を
こ

れ
に
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
な
お
、
土
佐

か
ら
の
最
初
の
脱
藩
者
と
さ
れ
る
吉
村

虎
太
郎
は
、
自
分
に
続
い
て
脱
藩
者
が

「
十
余
人
も
来
る
へ
し
」と
久
坂
に
伝
え

て
い
る
。
そ
の
数
に
龍
馬
が
入
っ
て
い

た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。事
実
、

脱
藩
の
際
、
龍
馬
の
足
取
り
は
長
州
へ

向
か
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
龍
馬
の
脱
藩
を
広
く
理

解
す
る
た
め
に
は
、
他
の
脱
藩
者
の
事

例
も
勘
案
し
、
土
佐
藩
全
体
の
脱
藩
事

情
を
知
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。ま
ず
、

北
添
佶
磨
の
事
例
を
概
観
す
る
と
、
彼

は
文
久
２
年
10
月
、「
眼
疾
」
の
「
療

治
」
の
た
め
土
佐
を
出
国
し
た
。
こ
れ

は
正
式
な
手
続
き
を
経
た
も
の
だ
っ
た

が
、
結
局
そ
の
ま
ま
帰
国
す
る
こ
と
な

く
、
京
都
を
中
心
と
し
て
政
治
活
動
に

従
事
し
た
。た
だ
し
、京
都
滞
留
が
問
題

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
も
、
佶

磨
の
こ
と
は
藩
の
公
文
書
に
「
庄
屋
佶

馬
」
と
記
さ
れ
、
藩
に
お
け
る
庄
屋
身

分
は
保
障
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
出
国

の
お
よ
そ
１
年
後
、
帰
国
命
令
に
佶
磨

が
叛
い
て
は
じ
め
て
、
藩
は
「
出
奔
致

候
佶
馬
」（
脱
藩
し
た
佶
磨
）
と
の
認
識

を
示
し
た
。
こ
の
佶
磨
の
事
例
は
、〝
脱

藩
＝
国
境
を
越
え
る
こ
と
〟
と
い
う
常

識
が
大
き
な
誤
解
で
あ
る
こ
と
を
示
唆

す
る
。龍
馬
の
脱
藩
を
基
準
に
す
れ
ば
、

国
境
を
越
え
る
こ
と
が
そ
の
主
要
な
条

件
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
佶
磨

の
よ
う
に
脱
藩
の
際
す
で
に
国
外
に
い

た
例
も
多
い
。
次
に
、
沢
村
惣
之
丞
の

事
例
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
沢
村
は
〝
二

度
脱
藩
し
た
〟
と
説
明
さ
れ
る
。
彼
の

行
動
を
た
ど
る
と
、
文
久
２
年
３
月
初

旬
、
吉
村
虎
太
郎
と
ほ
ぼ
同
時
に
無
断

で
国
境
を
越
え
て
長
州
へ
行
き
、
そ
の

後
武
市
半
平
太
へ
の
情
勢
報
告
の
た
め

帰
国
、そ
し
て
同
月
末
、龍
馬
と
共
に
再

度
国
境
を
越
え
た
（
こ
れ
が
龍
馬
の
脱

藩
）。沢
村
が
二
度
無
断
で
出
国
し
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、
こ
こ
で
の
問
題

は
〝
帰
国
＝
脱
藩
状
態
の
解
除
〟
な
の

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
勝
手
に
出
国
し

て
勝
手
に
帰
国
し
た
沢
村
の
事
例
に
、

こ
の
条
件
を
当
て
は
め
る
に
は
無
理
が

あ
る
。
沢
村
が
〝
二
度
脱
藩
し
た
〟
と

い
う
理
解
こ
そ
、〝
出
国
＝
脱
藩
〟
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
固
定
観
念
に

も
と
づ
い
た
誤
解
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

龍
馬
脱
藩
の
意
義
を
考
え
る
に
あ
た

り
、
特
に
強
調
す
べ
き
は
、
全
国
的
活

動
を
展
開
す
る
志
士
と
し
て
の
龍
馬
の

出
発
点
の
重
要
性
で
あ
る
。
そ
の
点
に

お
い
て
、
龍
馬
は
明
ら
か
に
長
州
藩
系

志
士
と
し
て
登
場
し
た
。
脱
藩
の
際
の

龍
馬
は
決
し
て
〝
孤
高
の
人
〟
で
は
な

く
、ま
た
脱
藩
を
め
ぐ
る
龍
馬
の
思
想
・

行
動
が
独
創
的
で
あ
っ
た
と
も
言
え
な

い
。
た
だ
し
、龍
馬
の
独
自
性
は
、こ
の

よ
う
に
長
州
藩
系
志
士
と
し
て
登
場
し

な
が
ら
、
そ
の
後
薩
摩
藩
へ
の
接
近
が

見
ら
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。〝
薩
長
の
仲
介

者
〟
と
し
て
の
龍
馬
評
は
議
論
が
尽
く

さ
れ
た
観
も
あ
る
が
、
そ
の
一
方
の
素

地
が
、
脱
藩
の
段
階
で
す
で
に
備
わ
っ

て
い
た
こ
と
に
、
も
っ
と
注
目
し
て
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
反
面
、

一
人
の
志
士
と
し
て
そ
の
後
の
政
治
活

動
を
見
通
し
て
評
価
す
る
な
ら
ば
、
龍

馬
の
脱
藩
に
〝
無
限
の
可
能
性
〟
と
い

う
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
評
価
を
与
え
る
こ

と
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
だ
ろ
う
。

「龍馬脱藩160年 維新へつながる土佐の道」記念講演会

「龍馬脱藩への道」
龍谷大学特任講師・現代龍馬学会理事　髙山　嘉明

企画展
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日
時
/
2
0
2
2
年
6
月
4
日
（
土
）

9
時
~
15
時

会
場
/
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館

　
　
　

新
館
ホ
ー
ル

9
時

総
会
（
書
面
決
議
報
告
）

9
時
40
分

研
究
発
表
会
開
会

・
会
長
挨
拶

・
来
賓
挨
拶

高
知
県
教
育
次
長

黒
瀬
渡
氏

高
知
市
教
育
次
長

山
中
浩
介
氏

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
・
現
代

龍
馬
学
会
は
6
月
4
日
、
坂
本
龍
馬
記

念
館
新
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
14
回

総
会
・
研
究
発
表
会
を
開
催
し
た
。

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行

状
況
を
鑑
み
、総
会
は
昨
年
と
同
様
、書

面
決
議
と
し
た
。
本
会
は
今
年
度
よ
り

事
業
計
画
を
見
直
し
、
年
4
回
行
わ
れ

る
龍
馬
記
念
館
の
企
画
展
記
念
講
演
会

を
龍
馬
学
会
と
の
共
催
と
す
る
こ
と
、

同
講
演
会
を
W
E
B
配
信
す
る
こ
と
、

観
覧
招
待
券
や
企
画
展
小
冊
子
等
を
会

員
に
配
布
す
る
な
ど
新
た
な
事
業
計
画

を
立
て
、
承
認
さ
れ
た
。

明
治
39
年
11
月
15
日
に
坂
本
中
岡
両

氏
四
十
年
忌
祭
（
以
下
祭
典
と
称
す
）

が
京
都
霊
山
招
魂
社
で
挙
行
さ
れ
た
。

祭
典
に
招
待
を
受
け
た
谷
干
城
は
快

諾
の
返
事
と
共
に
「
当
時
野
夫
も
在
京

中
、
殊
ニ
親
敷
相
交
、
横
死
之
時
ハ
近

隣
ニ
止
宿
い
た
し
居
候
故
、
直
に
馳
付

候
。
当
時
之
情
況
を
想
像
ス
ル
も
今
猶

慨
然
ニ
不
堪
候
。」
と
返
書
を
送
っ
た
。

研
究
発
表
会
は
、
会
員
2
名
に
よ
る

研
究
発
表
を
午
前
・
午
後
に
わ
た
り
お

こ
な
っ
た
。
午
前
の
第
1
部
で
は
、理
事

の
今
井
章
博
氏
が
、
明
治
39
年
の
龍
馬
・

慎
太
郎
四
十
年
忌
祭
を
報
じ
た
「
土
陽

新
聞
」
の
記
事
よ
り
、龍
馬
の
北
辰
一
刀

流
皆
伝
が
追
贈
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る

こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。
続
く
午
後
の
第

2
部
で
は
、
昨
年
度
ま
で
龍
馬
記
念
館

学
芸
員
で
あ
っ
た
髙
山
嘉
明
氏
（
現
・
龍

谷
大
学
特
任
講
師
、
現
代
龍
馬
学
会
理

事
）
が
、学
芸
員
と
し
て
最
後
に
担
当
し

た
企
画
展
「
龍
馬
脱
藩
1
6
0
年

維

新
へ
つ
な
が
る
土
佐
の
道
」
に
関
連
し

て
、改
め
て
「
龍
馬
脱
藩
の
道
」
を
め
ぐ

る
諸
説
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
ら
れ
た

（
髙
山
氏
の
講
演
は
7
月
4
日
~
19
日

の
間
、龍
馬
記
念
館
H
P
で
配
信
）。
い

ず
れ
も
従
来
の
龍
馬
像
に
新
た
な
知
見

を
加
え
た
興
味
深
い
報
告
で
あ
っ
た
。

第
14
回

高
知
県
立
坂

本
龍
馬
記
念
館
・
現
代

龍
馬
学
会
総
会

研
究

発
表
会

当
日
次
第

「
龍
馬
研
究
の
水
準
を
高
め
、
龍

馬
の
真
実
を
追
究
し
、
そ
の
精
神

を
現
代
に
生
か
そ
う
」

高

知

県

立

坂
本
龍
馬
記
念
館
・

現
代
龍
馬
学
会
総
会

研
究
発
表
会

坂
本
龍
馬
・
中
岡
慎
太
郎
両
氏
の
四
十
年
忌
祭
か
ら
分
か
っ
た
こ
と

龍
馬
の
北
辰
一
刀
流
兵
法
皆
伝
等
は
追
贈
さ
れ
た
も
の
か
？

現
代
龍
馬
学
会
理
事

今
井

章
博

祭
典
に
は
坂
本
家
の
遺
族
代
表
と
し

て
故
直
の
妻
、
留
が
出
席
。

宮
内
大
臣
を
務
め
て
い
た
田
中
光
顕

は
、同
日
に
横
須
賀
で
挙
行
さ
れ
た「
軍

艦
薩
摩
」
進
水
式
に
天
皇
陛
下
行
幸
の

為
、随
行
し
祭
典
は
欠
席
。同
じ
く
佐
々

木
高
行
、
土
方
久
元
の
宮
内
派
も
同
様

で
、
三
人
の
連
名
で
祭
祀
料
が
贈
ら
れ

て
い
る
。

霊
山
招
魂
社
の
近
く
麓
翠
紅
館
で

は
、
両
氏
に
馴
染
み
の
遺
物
が
展
示
さ

れ
、
そ
れ
ら
は
、﹃
坂
本
中
岡
両
氏
遺
墨

紀
念
帖
﹄
に
収
め
ら
る
と
、
参
列
者
に

配
ら
れ
た
。

こ
の
祭
典
か
ら
遡
る
事
、
二
年
前
の

明
治
37
年
、
日
露
戦
争
が
勃
発
し
4
月

13
日
付
﹃
時
事
新
報
﹄
の
「
葉
山
の
瑞

夢
」
記
事
を
皮
切
り
に
、
龍
馬
の
神
格

10
時

第
１
部

研
究
発
表
会

「
坂
本
龍
馬
・
中
岡
慎
太
郎
両
氏
の
四
十

年
忌
祭
か
ら
分
か
っ
た
こ
と

龍
馬
の
北

辰
一
刀
流
兵
法
皆
伝
等
は
追
贈
さ
れ
た
も

の
か
？
」

今
井
章
博
氏
（
現
代
龍
馬
学
会
理
事
）

13
時
30
分

第
２
部

研
究
発
表
会

︿
龍
馬
記
念
館
令
和
4
年
度
企
画
展
記

念
講
演
会
﹀

「
龍
馬
脱
藩
へ
の
道
」
髙
山
嘉
明
氏

（
龍
谷
大
学
特
任
講
師
・
当
会
理
事
）

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記

念
館
・
現
代
龍
馬
学
会

第
14
回
総
会
書
面
議
決

の
ご
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
2
0
2
2
年
度
の
事
業
計
画
や

予
算
等
の
総
会
審
議
事
項
に
つ
い
て
は
事

前
に
書
面
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

会
員
数

96
名

第
1
号
議
案
（
1
）
（
2
）
（
3
）

承

認

71
名　
　

回
答
な
し
25
名

第
2
号
議
案
（
1
）
（
2
）

承

認

71
名　
　

回
答
な
し
25
名

以
上
に
よ
り
規
約
第
9
条
（
議
決
）
に

基
づ
き
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
過

半
数
の
承
認
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
・
現
代
龍

馬
学
会

会
長

宮

英
司



3・現代龍馬学会

夏
の
特
別
展
示
②

岡
田
以
蔵
科と

が

が

き書

（
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
常
設
展
示
）

土
佐
藩
の
下
級
武
士
で
あ
る
岡

田
以
蔵
は
、
幕
末
に
「
人
斬
り
以

蔵
」
と
恐
れ
ら
れ
た
人
物
で
す
が
、

最
近
は
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
人
気
が

高
い
よ
う
で
す
。
現
在
、
常
設
展

示
室
で
は
、「
夏
の
特
別
展
示
」
と

し
て
「
岡
田
以
蔵
科
書
（
と
が
が

き
）」（
土
佐
藩
京
都
藩
邸
史
料
よ

り
、
当
館
所
蔵
）
を
展
示
し
て
お

り
ま
す
。「
科
書
」
と
は
、
今
で
い

う
「
罪
状
文
」
で
す
。
勤
王
党
か

ら
離
れ
、
土
佐
藩
か
ら
も
脱
藩
し

た
以
蔵
は
「
無
宿
人
鉄
蔵
」
と
し

て
、
京
都
東
町
奉
行
所
に
捕
縛
さ

れ
ま
す
。
さ
て
、
そ
の
罪
状
は
何

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、
展

示
室
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

#
岡
田
以
蔵

#
藩
邸
史
料

以蔵科書

7
月
15
日（
金
）イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
よ
り

当
館
Ｓ
Ｎ
Ｓ
よ
り
旬
の
ト
ピ
ッ
ク

を
お
届
け
し
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

化
が
始
ま
る
。

こ
う
い
う
状
況
下
で
開
催
さ
れ
た
祭

典
の
模
様
は
﹃
土
陽
新
聞
﹄
に
も
５
日

遅
れ
で
報
道
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
特
筆

す
べ
き
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。

「
坂
本
氏
が
故
千
葉
周
作
氏
の
門
に

入
り
剣
道
を
学
び
た
る
は
洽
く
世
の
知

悉
す
る
処
に
し
て
確
か
に
免
許
以
上
の

資
格
を
有
し
中
伝
位
の
地
位
に
あ
り
し

由
な
る
が
今
回
千
葉
家
よ
り
坂
本
氏
に

対
し
免
許
皆
伝
を
送
り
来
り
、
其
霊
を

慰
む
る
事
と
せ
り
」（
11
月
20
日
付
）

そ
の
後
、
明
治
43
年
に
入
り
、
祭
典

で
は
展
示
が
な
か
っ
た
巻
物
３
本
が
突

如
出
現
す
る
。

坂
本
弥
太
郎
が
明
治
43
年
８
月
30
日

付
で
留
に
宛
て
た
借
用
証
控
に
は
「
北

辰
一
刀
流
兵
法
箇
条
目
録
」「
同
兵
法
皆

伝
」「
同
長
刀
兵
法
皆
伝
」
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

そ
し
て
昭
和
４
年
５
月
に
開
催
さ
れ

た
「
土
佐
勤
王
志
士
遺
墨
展
覧
会
」
出

品
目
録
控
に
は
「
附
記
、
千
葉
周
作
ヨ

リ
受
ケ
タ
ル
皆
傳
目
録
ハ
全
部
焼
失
セ

リ
於
釧
路
市
」
と
あ
る
。

祭
典
半
年
前
の
4
月
に
維
新
に
活
躍

し
た
人
物
の
功
績
を
そ
の
子
孫
が
述
懐

す
る
と
い
う﹃
勤
王
烈
士
伝
﹄が
編
ま
れ

た
。
龍
馬
の
著
述
者
は
坂
本
兼
太
郎
と

な
っ
て
い
る
が
、
一
族
に
兼
太
郎
と
い

う
人
物
は
お
ら
ず
、
住
所
も
浦
臼
村
と

な
っ
て
い
る
の
で
坂
本
弥
太
郎
と
思
わ

れ
る
。
一
族
に
伝
わ
る
史
料
が
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
み
る
と
、

当
時
直
衛
所
蔵
の
詠
草
「
世
の
人
は
何

と
も
云
は
ゝ
い
へ
︙
」、弥
太
郎
所
蔵
の

「
修
行
心
得
三
カ
条
」な
ど
が
披
歴
さ
れ

て
い
る
が
、
肝
心
の
千
葉
道
場
で
の
記

述
は
「
龍
馬
は
千
葉
周
作
の
門
に
入
り

て
、
十
分
其
技
に
上
達
し
け
れ
ば
、
イ

ザ
さ
ら
ば
諸
国
を
回
り
て
他
流
試
合
を

な
さ
ん
も
の
と
︙
」
と
の
み
。
こ
の
時

点
で
一
族
の
も
と
に
北
辰
一
刀
流
免
許

皆
伝
等
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
記
述

に
終
始
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

「
龍
馬
の
遺
品
や
遺
墨
は
坂
本
直
か

ら
そ
の
子
直
衞
、
直
寛
か
ら
弥
太
郎
と

そ
れ
ぞ
れ
に
相
続
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

残
念
な
こ
と
に
、
直
衞
が
相
続
し
た
品

は
他
に
売
り
飛
ば
さ
れ
た
形
跡
が
あ

る
。
例
え
ば
、
龍
馬
が
千
葉
定
吉
か
ら

伝
授
さ
れ
た
「
北
辰
一
刀
流
長
刀
兵
法

目
録
」、
こ
れ
は
米
国
シ
カ
ゴ
在
住
の

高
知
県
出
身
者
が
昭
和
38
年
に
当
時
の

高
知
県
知
事
溝
淵
増
巳
氏
に
売
り
、
同

氏
の
死
後
高
知
桂
浜
龍
馬
会
の
所
有
に

帰
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
直
衛
が
北
米

航
路
の
船
に
乗
っ
て
い
た
時
に
売
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。」（
土
居
晴
夫
著

﹃
坂
本
龍
馬
と
そ
の
一
族
﹄
よ
り
）

「
北
辰
一
刀
流
長
刀
兵
法
目
録
」
に

つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
り
、
土
居

晴
夫
さ
ん
は
﹃
土
佐
史
談
﹄
1
7
0

号
（
龍
馬
生
誕
1
5
0
年
紀
念
特

集
号
）
に
「
揚
げ
足
を
取
る
よ
う
で

気
が
ひ
け
る
が
、
佐
那
女
は
天
保
14

年
（
1
8
4
3
）
生
ま
れ
で
安
政
５
年

（
1
8
5
8
）
当
時
16
歳
で
あ
っ
た
か

ら
、
佐
那
女
は
と
も
か
く
他
の
二
人
の

妹
は
ま
だ
年
少
者
で
あ
っ
て
、
い
く
ら

剣
術
家
の
娘
で
も
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
剣
技
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
は
と
て

も
思
え
な
い
。」

同
じ
号
に
高
本
薫
明
氏
は
「
千
葉
灸

治
院
」で「
妹
里
幾
は
安
政
二
年
労
咳
で

死
し
」
と
し
目
録
が
発
給
さ
れ
た
安
政

5
年
に
は
、
生
存
し
て
な
い
こ
と
に
な

る
が
、
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
佐

那
の
回
想
に
典
拠
の
な
い
逸
話
を
盛
り

込
む
。「（
父
は
）
翌
５
年
１
月
北
辰
一

刀
流
目
録
を
与
え
ま
し
た
が
、
坂
本
さ

ん
は
目
録
の
中
に
私
達
三
姉
妹
の
名
も

書
き
込
む
様
に
頼
ん
で
お
り
ま
し
た
。」

佐
那
の
回
想
で
は
豫
州
伊
達
侯
の
姫
君

政
子
に
は
「
妾
許
す
に
免
許
皆
伝
を
以

て
し
た
り
」と
あ
る
が
、龍
馬
へ
の
免
許

皆
伝
に
つ
い
て
は
何
等
語
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
高
本
氏
の
研
究
で
は
佐
那
は

天
保
９
年
の
生
れ
。（「
墓
碑
五
題
」﹃
土

佐
史
談
﹄
1
3
5
号
）

最
後
に
あ
く
ま
で
私
論
で
あ
る
が
、

明
治
39
年
11
月
に
千
葉
家
か
ら
「
北
辰

一
刀
流
兵
法
箇
条
目
録
」「
同
兵
法
皆

伝
」「
同
長
刀
兵
法
皆
伝
」「
同
長
刀
兵

法
目
録
」
の
４
本
が
発
給
さ
れ
、
そ
の

う
ち
の
一
本
「
北
辰
一
刀
流
長
刀
兵
法

目
録
」
を
直
衛
が
持
出
し
、
売
り
払
っ

た
。
他
の
3
本
は
釧
路
市
の
大
火
で
焼

失
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ

る
が
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

こ
の
龍
馬
の
北
辰
一
刀
流
免
許
皆
伝

等
に
つ
い
て
は
様
々
な
研
究
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
明
治
39
年
の
土
陽
新
聞
記

事
を
踏
ま
え
て
の
検
証
は
な
く
、
今
後

の
課
題
で
あ
る
。
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も
っ
と
素
晴
ら
し
い
の
は
脚
本
だ
。
心
躍

る
剣
戟
シ
ー
ン
（
剣
を
上
段
に
構
え
た
豪

快
な
西
洋
ち
ゃ
ん
ば
ら
）
と
ロマ
ン
ス
と
笑
い

と
が
絶
妙
に
バ
ラ
ン
ス
さ
れ
て
い
て
、
ず
っ
と

ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
で
あ
る
（
心
臓
に
悪

い
？
）。
映
画
の
終
盤
で
は
獅
子
心
王
が
帰

国
し
て
大
剣
戟
戦
の
末
に
弟
ジ
ョン
を
国
外

に
追
放
。
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
は
王
か
ら
伯
爵
の
称

号
と
領
地
を
も
ら
い
、
さ
ら
に
は
マ
リ
ア
ン
妃

と
結
婚
し
て
め
で
た
し
め
で
た
し
の
大
団
円

で
あ
る
。

映
画
を
観
な
が
ら「
こ
れ
は
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
第
三
作
に
あ
っ
た
森
の
中
の
戦
闘
シ
ー
ン

だ
」
な
ど
と
後
世
の
映
画
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
こ
と
も
分
か
る
。
こ
れ
を
観
て
監

督
や
脚
本
家
や
役
者
や
衣
装
担
当
者
な
ど

映
画
産
業
に
身
を
投
じ
た
人
が
沢
山
い
た

は
ず
だ
。
さ
ら
に
は
少
年
少
女
が「
十
字
軍

の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」
な
ど
と
思
って

歴
史
学
者
に
も
な
っ
た
だ
ろ
う
。大
河
ド
ラ
マ

を
観
て
日
本
史
の
研
究
者
に
な
っ
た
人
が
多

い
の
と
同
じ
だ
。
映
画
が
歴
史
研
究
に
も
影

響
を
与
え
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
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こ
ぼ
れ
話
ー

犬
歩
棒
当
記
（
四
十
九
）
ー

恋
と
剣
戟

宮
川

禎
一

会長　宮　英司

循
環
器
系
の
急
病
で
入
院
中
に
病
室

の
テ
レ
ビ
で
古
い
映
画
を
観
ま
く
って
い
た

（
入
院
費
の
内
）。﹃
ロ
ー
マ
の
休
日
﹄
や

﹃
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
﹄
や
﹃
オ
ズ
の
魔
法
使
﹄

な
ど
を
観
て
は
「
名
画
は
や
っ
ぱ
り
名
画

だ
な
あ
」
な
ど
と
病
人
な
の
に
感
心
し
て

い
た
。そ
の
中
で一番
繰
り
返
し
観
た
映
画

の
こ
と
を
書
き
た
い
。﹃
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
の
冒

険
﹄
と
い
う
一九
三
八
年
の
ア
メ
リ
カ
映
画

だ
。
八
十
年
以
上
も
前
の
作
品
だ
が
総
天

然
色
テ
ク
ニ
カ
ラ
ー
が
目
に
鮮
や
か
だ
。

映
画
は
十
二
世
紀
末
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

が
舞
台
だ
。
獅
子
心
王
リ
チ
ャ
ー
ド
Ⅰ
世

が
十
字
軍
と
し
て
大
陸
に
遠
征
し
、
留
守

と
な
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
ノ
ル
マ
ン
人
勢

力
と
結
託
し
た
王
弟
の
ジ
ョン
が
王
位
を

狙
って
暴
政
を
行
う
の
だ
が
、
シ
ャ
ー
ウ
ッ

ド
の
森
の
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
が
そ
れ
に
敢
然
と

立
ち
向
か
う
と
い
う
時
代
劇
で
あ
る
。
主

役
の
エロ
ー
ル
・
フ
リ
ン
は
甘
いマ
ス
ク
で
足

長
で
、
衣
装
は
緑
色
で
、
こ
れ
は
人
気
が

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
恋
の
相
手
役
で

あ
る
マ
リ
ア
ン
妃（
笑
顔
の
素
敵
な
オ
リ
ビ

ア
・
デ
・ハ
ビ
ラ
ン
ド
。
の
ち
に

﹃
風
と
共
に
去
り
ぬ
﹄
で
準
主

役
）は
最
初
ロ
ビ
ン
に
つ
ん
け
ん

し
て
い
た
も
の
の
、あ
と
で
ベ
タ

惚
れ
す
る
と
い
う
絵
に
か
い
た

よ
う
な
「
ツ
ン
デ
レ
」
の
お
姫

様
で
あ
り
、そ
の
衣
装
も
豪
華

で
デ
ザ
イ
ン
も
色
彩
も
素
晴

ら
し
い
。

鎌倉の源頼朝墓
（リチャードⅠ世と同世代の人）

今年の現代龍馬学会にご参加いただいた方々には、以前の現
代龍馬学会との違いが鮮明になったのではないでしょうか。一
昨年度のコロナ禍による中止、昨年度のリモート開催を経て、今
年度は理事会でも協議を重ねた末に新しいスタイルを少しだけ
打ち出すことができたかと思っています。
何がどう変わったかを列挙してみますと、①現代龍馬学会と
企画展講演会のドッキング、②会員の特典の明確化とＰＲ、③
「宣言」の廃止、④「会報」の発行回数の見直し、⑤会費の納
入方法（手数料の低減策の周知）、⑥発表は「龍馬」にこだわっ
ていこう、⑦理事会のシンプル化…ということになるでしょう
か。
①については連続講演会がスタートする時から「この連続講
演会こそが現代龍馬学会ではないだろうか。」という指摘もあ
り、紆余曲折を経て、今回の企画展講演会とのドッキングと
なった次第です。
②については、企画展講演会の要旨などの「会報」や、館だ
よりなどの配布に加え、企画展小冊子の配布等へと拡充されま
した。この小冊子配布は、ご多忙で企画展を見逃した方々には
たいへん喜ばれることと存じます。
③については、毎回の発表会のラストに実施していました
が、研究発表と宣言は馴染まないとの判断で今回からなくなり
ました。

この「企画展講演会と現代龍馬学会研究発表会」を一緒にお
届けする新しい方式は、現代龍馬学会理事・龍谷大学特任講師
の髙山嘉明様の「龍馬脱藩への道」と現代龍馬学会理事の今井
章博様の「坂本龍馬・中岡慎太郎両氏の四十年忌祭から分かっ
たこと～龍馬の北辰一刀流兵法皆伝等は追贈されたものか？
～」でスタートいたしました。どちらも目の肥えた龍馬ファン
の皆様に喜んでいただけたことと思います。
以上、いくつかの変更点を挙げましたが、新しいスタイルで
実施した直後の理事会において、更なる見直し案が出てまいり
ました。それは午前の部は総会だけに充てて、午後の部に「企
画展講演会と現代龍馬学会研究発表会」を連続して実施しよう
というものです。
本会創立の趣旨には「坂本龍馬の思想と行動に学び、その精
神を今日に生かそうとして高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬
学会は発足いたしました。･･････。」と記されています。私た
ち会員一人ひとりが、創立時の情熱に学びつつ、新しい現代龍
馬学会を築いていきたいと考えています。
個人的な視点を言えば、会員の交流を活性化するための「ハ
ガキ投稿」にもう一度チャレンジしてみたいと思っています。
さらに、次代を担う子どもたち向けに現代龍馬学会として何が
できるかを検討してみてもいいのではないかと考え続けてい
ます。

これからの現代龍馬学会




